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1. 予想 8のAmbro-川又予想について. この論説においてはもっと simpleな場
合のAmbro-川又予想, つまりXが非特異な場合において述べたが, 実はこの
場合はすでに 1990年に Ionescuにより予想されている ([11, Open problems,

P.321]を参照)ことが執筆後わかった. そこでこの場合の予想を述べるとき
は Ionescu-Ambro-川又予想というべきである.

2. 予想 8に関することとして執筆後以下のことが Broustet([2, Théorème 1.8])

により証明されていたことを知った.

Theorem. (X,L)を 3次元非特異偏極多様体とする. もしKX + L がネフ
かつ L3 ≥ 28なら h0(KX + L) > 0が成り立つ．

さらにHöring ([10]) により以下のことが示された.

Theorem. (X,L)を 3次元非特異準偏極多様体とする. もしKX + L がネ
フなら h0(KX + L) > 0が成り立つ．

さらに随伴束理論を用いると次も示される ([8]).

Theorem. (X,L)を 3次元非特異準偏極多様体とする. もし κ(KX +L) ≥ 0

なら h0(KX + L) > 0が成り立つ．

3. 随半束の大域切断の次元に関する最近の論文 (執筆後発表されたもの)として
は [1], [3], [6], [7], [8], [10]がある.

4. 断面種数の非負性について
Höring ([9]) により一般次元の準偏極多様体に対して断面種数が非負である
ことが証明され, さらに断面種数が 0である準偏極多様体の分類も得られた.

また論文 [7, Proposition 2.3 (iii)]において断面種数の値が 1であるときの準
偏極多様体の分類も得られた.
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5. 注意 4 (2) について
h0(L) > 0なる一般型 2次元準偏極多様体 (X,L)に対して g(X,L) = q(X)と
なる (X,L)の分類に成功した ([5]). とくにこの場合 1 ≤ L2 ≤ 2となること
が示された (したがって L2 = 3, 4は起こりえない). またこの分類結果より
[4, Problem 5.2]も解決された. つまり, [4, Theorem 4.2]のタイプ (1)の例で
L2 = 2, 3, 4となるものはない.

正誤表

ページ数 誤 正
P.78 注釈 2) Γ(L) → L Γ(L) ⊗OX → L

P.79 注釈 24) h0(ΩX) h0(Ωn
X)

P.79 注釈 27) e(X) :=
∑2n

j=0 dim Hj(X, C) e(X) :=
∑2n

j=0(−1)j dim Hj(X, C)
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